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1． は じめ に

　1961年 5 月29日
， 米国連邦最高裁が

， 日曜日 の 商業活動 を禁 じる 「日曜休業法」の 合憲性 を

認 め る判決を下 した こ とは
，

よ く知 られて い る
ω

。 と こ ろ で
，

こ の 判 決 を報 じた 『ニ ュ
ーヨ ー

ク タ イム ズ』の 記事の見出しに 「植民地時代に 由来する 日曜安息法 （
“
Blue　Laws，　of　Colonial

Origin
”
）」

c2）
とある よ うに

， また
， 法廷 意見が は っ き りと

， 現在 の 日曜休業法 （Sunday 　closing

laws）は植民地時代 に さか の ぼ る と述べ て い る ように
（3｝
，日曜法は植民地 時代に起源を持つ も

の で ある 。 しか も多 くの 州 は
， 今 なお な ん らか の 日曜規制 を有 して い る 。 1985年の 時点で も ，

22州が一般的な 日曜法規 を持ち ， 17州が 日曜 日における 特定の 行動 を規制 して い る の であ る
（4 ）

。

　 日曜法 （Sunday　law，　blue　law，　Sunday　closing 　law） は ， い わ ゆる 「安 息 日厳 守 主義」

（Sabbatarianism）， す な わち厳格 な日曜遵守の 顕著 な表現 と い える が
， 日曜法が

， 衰退 しつ つ

ある とは い え，い まだ に存在 して い る とい うこ とは，植民地時代か らの 安息 日厳守主義が過去

の もの で は な い こ とを示 して い る 。 初期 ア メ リカ の 安息日厳守主義 は，今 日の ア メ リカ に もか

か わ る問題 なの で ある
（5｝

。

　初期ア メ リカ の 安息日厳守主 義が産み出 した もの は，日曜法だけで は な い
。 ア メ リカ の 社会

と文化 の形成その もの に
， 広 く深 い 影響 を及ぼ した と考 えられる の で あ る

（6）
。

　 日曜法とい う形で 現代に まで その 痕跡を残し ， しか もア メ リ カ の 社会と文化の 形成に深 く大

きな影響を与えた と見 る こ と の で きる初期 ア メ リ カ の 安息 日厳守主義 を
， 史料 に即 し て検討す

る こ とが本稿 の 目的で ある 。 まず全体的背景を概 観した うえで ，具体的特徴を分析す る 。 そ の

場合 ， 実践面 と神学面 の 両方か ら考察して い くこと に なる 。

＊ 外国語学部

Fa（兀dty　of　Foreign　Languages
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　イ ギ リ ス の 教会史家キ
ー

ス ・L ・ス プラ ン ガ
ー Keith　L 　Sprungerは，「英国 とオ ラ ン ダ の 安

息 日厳守主義 と，ピ ュ
ー

リ タ ン社会神学の 展開」 と題する論文 （1982）の 中で ，次の ように述

べ る 。

　 ピ ュ
ー

リタ ンたちは安息 日厳守主義を ， 万人に対 して明確に示 された神の意志で ある と

考 えた 。 イギ リス の ピ ュ
ーリタ ン た ちは故国を離れて 移っ て い くとき， 西の ほ うア メ リカ

へ 行 こ うが 東の ほ うオ ラ ン ダに行 こ うが ，厳格な安息日遵守の 教義を携え伴 っ た の であ っ

た
C7）

。

その 通 りで あるが
， しか し，

こ の 説明だ けで は不十分 で あ る 。 なぜ な ら
， 彼 らが イギ リス か ら

　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　 　 　

出て 行 っ た まさにそ の 理由の
一

つ が，イギ リス で は安息 日を厳格に守る こ とが困難 だ とい う点

に あ っ た か らで ある 。 事実，国王 ジ ェ
ーム ズ 1 世が，ピュ

ーリタ ン の 安息日厳 守主義 を批判 し，

日曜午後の レ ク リエ ー
シ ョ ン や 運動を勧め る 『ス ポー

ッ の 書』を発布 （1618年）す る と
（B〕

，
ニ

ュ
ーイ ン グラ ン ドへ の 移住 は

一
段 と加速 す る

〔9｝
。

一
つ の 例 と して エ ド ワ ー ド ・ジ ョ ン ソ ン

Edward　Johnson（1598−1672）の 証言 を見て み よ う 。 1630年に ボ ス トン に 移住 した彼 は
，

ニ ュ
ー

イ ン グ ラ ン ドの 歴史を描 くそ の最初の 章を 「主 の 民 が 移住を始め たこ ろ の イギ リス の 嘆か わ し

い 状態」 と題 して
， 1628年当時の イギ リス を こう描 くの で ある 。

　イ ギ リス にお い て人び との 信仰が古の ラオ デ キ ア入 の よ うに冷え きっ て しま っ たこ ろ の

こ とで ある 。 こ の 国 よ りカ トリ ッ ク教会の 諸制度 を放逐す る こ とを忘 れ て
， 人び とは ロ ー

マ の 偶像崇拝 を受けい れ よ うとして い た。
い や それ ばか りか ， 異教徒がヴィ

ー
ナ ス

，
バ ッ

カ ス
，

セ レ ス に捧 げる よ うな儀式で もっ て安息 日を涜 そ うとす る下劣 な涜神 の 輩 を助長す

る よ うな布告が ， 各教区の 教会に 下 され る体た ら くで あ っ た
。 そ の 結果 ， 不 信心不 品行の

輩 ，
カ トリ ッ ク に惑わ され た輩が い な ご の ご とくに わが国土 を覆い つ くす こ ととな りはて

た 。 長 きにわ た る坊主 ど もの こ の ような専横 を極め た支配か ら民 を救 わ ん と して ，われ ら

の 教 会の 輝か しい 王 キ リス トが イ ギ リ ス よ り軍 勢を起 こ し給うた のは，ち ょ うどこ の とき

の こ とで あ っ た 。 イギ リス の 隅々 にまで 邪 な敵 の 悪意が満 ちて い る の を見給 うた主キ リス

トは，その 先陣を育むべ き地 として新 しきイ ン グラ ン ドを選び給 うたの で あ っ た
 

。

イギ リ ス を離れ て ア メ リ カへ 移 り，そ こ に薪 しきイ ン グ ラ ン ドを建設 する にあた っ て の 「安息

日」の 重要性 を，
こ うした記述か ら読み 取る こ とが で きる 。

　それ だけで は な い
。

い わゆる 「ピル グ リ ム ・フ ァ
ーザーズ」たちが最初はイギ リス からオ ラ

ン ダに移住 し， しか し結局 は ア メ リ カ に渡 っ た の も， 安息 日問題が大 きな要因だ っ た と考え ら

れる の で ある 。 ピル グ リム ・
フ ァ

ーザ ーズの 指導者 の ひ と りで
，

ブリ マ ス 植民地の 総督 として

約30年 も責任を負 っ た ウ ィ リ ア ム ・ブ ラ ッ ドフ ォ
ー

ド William　Bradford（1590−1657）は
， 貴重

な記録 『プ リマ ス 植民地 に つ い て 』の 中で
， オラ ン ダに 11、2年生活 した の ち ， 「つ い に どこか

ほかの 場所 に移住す る と い う結論に 傾 きは じめた」事情 を次の よ うに説明す る 。 オ ラ ン ダで の
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生活は ひ じ ょ うに苦 しい もの で あ り， 多 くの 者は 年が 寄 り， 若い 者 も重労働 に圧迫 され て弱っ

て い る
。

　しか しもっ と嘆か わ し く
，

あ らゆる 悲しみ の 中で も堪えが た い ほ ど苛酷な もの は
， 子供

た ちの 多 くが ，
この ような事情 に よ っ て

，
またこ の 国の 若者の あ い だ の ひ じょ うな放縦や

その 土地の 幾多の 誘惑に よ っ て
， 悪い 手本 に な らっ て

， 節度 を失 い ，危険な道 に引 きず り

こ まれ，たが が ゆ る んで両親か ら離れ て ゆ くこ とで あ っ た
aD

。

これ は い っ た い 何 の こ とで あろ うか 。 ブ ラ ッ ドフ ォ
ー ドの 書 を編集 した現代 ア メ リカ の 著名な

歴史家サ ム エ ル ・E ・モ リ ソ ン Samuel　Eliot　Morisonはこ の部分に関する 「注」の 中で ， オ ラ

ン ダ人 はピ ュ
ーリタ ン の よ うな厳格 さで 「安息 日を覚 え て こ れ を聖 とせ よ」 とは しなか っ た と

解説する
。 「教会で の 礼拝が終わ っ たあ との 日曜午後は ，特に子 ど もたちに と っ て は

，
ご ちそ

うを食 べ て遊 ん だ りする楽 しい 娯楽の 日 で あ っ た 。 こ れ は イ ギ リ ス か ら の ピ ュ
ーリ タ ン た ちに

と っ て は，最 も我慢ならない こ との
一

つ だ っ た」
am

と 。 こ の 点 は英 国の 歴 史家 ク リ ス トフ ァ

ー ・ヒ ル Christopher　Hillも指摘 して い る 。 「オ ラ ン ダ で は主の 日の 遵守が 非常 にな お ざ りに さ

れて い た とい うこ とが，ピ ル グ リム ・
フ ァ

ーザーズ た ちに は きわ め て 嘆 かわ し い こ と で あ り，

それが 彼らを して ア メ リカ へ と向か わせ た 理 由の
一

つ で あ っ た」
 

。

　もう
一

つ だけ例 をあげてみ よう 。 ボ ス トン の 指導的な牧師であ り神学者で あ っ た コ ッ トン ・

マ ザーCotton　Mather （1663−1728）は，父祖た ちか ら伝 え聞い た状況を次の ように述べ て い る

の で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　リ　　　　　　　り　　　　
彼 ら ［ラ イデ ン 在住 の ピ ュ

ー
リ タ ン たち］は

，
10年間 の 努力に もか か わ らず ， 隣人 たち

［オ ラ ン ダの 新教徒た ち］を主 の 日の 適切 な遵守へ と導 くこ とは で きなか っ た 。 主 の 日の

正 しい 遵 守な くして は，実際あ宗教は必ず，み じめ に も衰 えて しまうとい うこ とを，彼 ら

は知 っ て い た
a4）

。

　以上 見て きた よ うに
， 安息日の 厳 守に こ だ わ る ピ ュ

ーリタ ン た ちが
，

まさ に安息 日を厳格 に

守 りた い がゆ えに イギ リ ス や オ ラ ン ダ を離れ て ア メ リ カ に渡 っ た と考えられ る の で ある 。 もち

ろん それが 全て で はなか っ たで あろ うが
，

しか し少な くとも安息日厳守主義が ア メ リ カ 移住の

一
つ の 大 きな要因で あ っ た こ とは確 か で あ る 。 は るば る ニ ュ

ーイン グラ ン ドに や っ て きた の は

ほか な らぬ 筋金入 りの 安息日厳守主義者たちで あ っ た，と言 っ て もよ い であ ろ う 。 さて そ れで

は，そ うした まじめ な安息 日主義者 た ちが集 ま っ て きた ニ ュ
ーイン グラ ン ドは ど うな っ たか 。

それ を具体 的に見て い くこ とに しよ う。

皿．初 期ア メ リカ の安息 日厳守主義

　 「初期ア メ リカ」 とい う言 い 方はあ い まい で あるが ，
こ こ で は植民地時代 ， 特 に 17世紀初め

か ら18世紀半 ばまで を指す もの とす る 。 地域 的に は ニ ュ
ーイ ン グ ラ ン ドを主 た る対象 とす る 。

127

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

4 村　上 　良　夫

A ．基調

　まず最初 に
， 初期ア メ リ カ の 安息 日厳守主義の 土 台とな っ て い た と見 られ る い くつ か の 点を

押さ えて お く。

　第一
。 安息 日は神と ピュ

ーリタン たち と の 間の 契約の ，目に見 える しる しで あ っ た 。 安息 日

は神の 選民 の シ ン ボ ル と して ，重 要な意味 を持 っ て い た
as

。

　第二 。
ピ ュ

ー
リタ ン たちは ， 安息日を破る と言 う罪に対 して は神の さば きが下 る こ とを強調

した
aa」

。 これは今触 れた 第一点か らの 当然 の 帰結 で あろ う 。 自分た ちは神 との 契約 の もとにあ

り， 自分た ちの 行動は 神 の 恩恵を左右す る と彼 らは信 じた 。 従 っ て，物事が うま く運ば ぬ とき

は人 々 は断食や 祈祷 の 日 を持ち ， うま く行 っ た と きには神へ の 感 謝の 日を設けた の で ある
Ol

。

その よ うな 中で
， 神 との 契約 め象徴とも言える安息日を破る とい う罪 は

，
は なは だ し く恐 ろ し

い もの で あ っ た 。

　例 をあげて み よ う。 1679年，「改革」の 訴えの もと に ボ ス トン で 開か れ た教会会議 で は，ニ

ュ
ーイン グ ラ ン ドに対す る神の さば きを招 い て い る 13の 罪の 中で ，特 に安息 日破 りに重大な警

告 を発 して い る 。

　安息 日破 りが は な は だ しい
。 多 くの 者が

，
主の 聖 日に公 の礼拝 を自ら休んだ り家の 者 を

休 ませ た りする こ と に よ っ て 神の み 名 を汚 して い る 。

・… 安息日 の 開始に つ い て 意見 の 相

違がある な どと口実 をつ けて
， 第四 戒が命じ る 第七 日を主に聖なる もの と して 守 る こ とを

して い な い 者が多 くい る 。 礼拝 に集うため とか必 要なわ ざ ・憐れ み の わ ざを行 うため 以外

に ， 歩 き回 っ た り出か けた りする こ とが ， 安息 日 の あ りふ れた行為 に な っ て し まっ て い る 。

こ れ は律法が命 じる休み とは相容れ ぬ もの である 。 さら に，安息日が始まっ て か ら，ある

い は安 息 日が 終る前 に
， 自分 たちの 特定の 労働や作業 を行 う者た ち もい る 。 世俗 的な ， 不

適 当な会話が ， 主の 日に非常に よ く見られ る 。
こ れ は ， 主の 聖 日 にはお のが 楽 しみ を求め

ず ， む な しき言葉 を語 るなか れ とい う聖書の 戒め に反する もの で ある 。 イザヤ58章13節 。

・… こ う した こ とが 神の 怒 りを ， 火 を
， 他の さば きを

， 神の 民 と称する 者た ちの 上 に もた

らすの で ある 。 ネ ヘ ミヤ 13章17
，
18節 。

エ レ ミヤ 17章27節
CtS）

。

　第三 。 安息日厳守主義は，ニ ュ
ー

イ ン グ ラ ン ド共同体の か な め であ っ た 。 安息日の遵 守は，

個々 人の 事柄で ある と同時 に社会全体の 問題で あ っ た 。 安息 日は
， まさ しく神の 選民 ， 神が選

ばれ た 国民 の シ ン ボ ルで ある と共に，神の 共同体を一
つ にする手段 で もあ っ た 。 安息日厳守主

義は きわ めて社 会的 な意味 を持つ もの だ っ た の で ある 。

B ．実践

　 （1）実例

　ニ ュ
ーイ ン グ ラ ン ドにおける 安息 日厳守主義 の 実際を，よ く知 られて い る 入物た ちの 記録か

ら，
二

，
三具体的に 見 てみ よ う。

　マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ湾植民地 の 初代総督ジ ョ ン ・ウ ィ ン ス ロ ッ プ John　Winthrop （1588−1644）

は植民地 に関連 した出来事の 克明な記録 を残 して い るが，その 中で ，1631年 4 月 12日の 「日誌」

に は
，

ロ ジ ャ
ー ・ウ ィ リア ム ズ Roger　Williams （c．1603−1683）の 問題 に つ い て こう記 し て い る 。
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　ボ ス トン で 開かれ た 会議・… の 結果，次 の ような手紙が … ・書か れ た 。 すなわち，ウ ィ

リ ア ム ズ氏は ボ ス トン の 会衆に 加わ る こ とを拒 否 し て い る
。 なん となれ ば

， 彼 らは イ ン グ

ラ ン ドに い た時に国教会の 人 々 と共に 聖餐に あずか っ て い た こ とに対 し 自らの 悔悛 を公 に

告 白 して い ない か ら，とい うの で あ る。さらに，行政 官は安息 日 の 破れ を
，

そ して また

［十戒の ］第
一

の板 に ある い か なる破れ をも ， 罰す る べ きで は ない と断言 して い る
OS

。

こ の 記録か ら ， 安息日に関 し二 つ の 事実が浮か び上 が る。 ひ とつ は，ウ ィ ン トン ・U ・ソ ル バ

ー
グ Winton 　U．　Solbergが ， 初期ア メ リカ に おける ピュ

ーリタ ン の 安息 日主義 を考察 した名著

『時をよ く用 い よ』（1977）の 中で言及 して い る とお り， 信教 自由の 先駆者 と され る ロ ジ ャ
ー ・

ウ ィ リア ム ズが 良心 の 自由の ため の 最初 の 議論 を戦 わせ たの は安息 日 の 問題 に関 してで あ っ

た， とい う事実で ある
ee

。 もうひ とつ は ，ウ ィ リ ア ム ズ が i賁慨 した ほ ど に
， 厳 格な安息 日遵守

が行政当局に よ っ て 現実に 強制 され て い た とい う事実で ある
。

　別の 例 を見て み よ う。 半世紀後の もの で あるが
，

コ ッ ト ン ・マ ザ ーは 日記 に こ う記 し て い

る 。

　わが心 に浮か ぶ 想念は
， イザヤ56の 4 。

　 　 　 　　　　サ

　主は宗教 の全体を，「わが安息日を守れ」 とい う句に表わ して お られ る 。

　個人で あれ人民で あれ

　宗教が正 しく栄える には
， 安恵自が正 し く守 られねばならぬ こ とは確か であ る 。

　しか し，安恵白の 厳格 さが捨て られ るな ら，宗教は朽 ち衰えて しまうで あろ う 。

　ま こ と に
， 安恵自を厳格 に 守 らぬ こ とは

， 最大の 不 信仰 へ の 遘で あ り歩みで あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　　　　コ　　　．　　　サ　　　　　　　コ　　　ロ　　　　　　　り　　　　　　　ロ　　　．　　　ロ　　　　　　　　ロ　　　．　　　ロ　　　’　　　．　　　り　　　の　　　ロ　　　の　　　　　　　の　　　ロ　　　　　　　’　　　コ　　　　　　　コ
　祈 りに つ い て ， 罪が人を して 祈れな くさせ るか，そ れ とも祈 りが 人を して罪を犯 さな く

きr｝るみそあると言わ れ て きた 。 これ は安恵自に つ い て もい える こ と で あ る 。 ［1681年 9

月 19日］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　ロ　　　ロ　　　ロ　　　サ　　　サ　　　コ

　決意 。 われ らの 地 域で安息日が 守 られて い るか を
， 十人組長 た ちに再 び調 べ させ る こ と

に する 。

　罪の 多 くが こ れ に よ っ て 防げる で あろ う。 ［1683年 9 月24日］
 

厳格な安息 日遵守がキ リス ト教信仰 の 土台で ある とい う信念がは っ きりうかが える 。 しか もそ

の ため に公権力が用 い られ て い る 。 「十人組長」 （Tithing−men ）とは
， 住民 を礼拝 に 出席 させ

，

また礼拝 中の 集会の 秩序 を保 つ こ とを務 め とす る役 人で ある 。 毎年，地域住民 に よ っ て選ばれ ，

その 地域の 道徳上 の 警察と い っ た役割 を果た す存在 で あ っ た
en

。

　 17世紀 の終 り頃に なっ て も，マ ザーは相変わ らず人 々 の 安息日遵守の だ ら しな さ を嘆 じて い

る 。

　神聖 な安息で ある はずの 圭あ自が ， 余 りに多 くの 冒涜に よ っ て乱 され てお り， 地 に は安

恵が ない の で はない か と疑わ ざる をえない ほ どだ 。 ［1697年 1 月 14日］
cu

マ ザ ーは ま た
， 1702年発行の 『マ グナ リ ア』の 中で

， 次の よ うに 述べ て い る
。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　　　　

わ れわ れす べ て に 他 に ま さ っ て推奨さる べ き信心の
一

項 目が ある 。 それ はすべ て の 信心の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　　 リ　 　 リ　　 　　　　　 　の　　 り　　 　　　　　　 り

中心 となる もの で あるが，主の 日 を聖 とす る こ とで ある 。 何名かの ，非常に分別あ る人々

　　　　　　　　　　　の　　　　　　　ロ　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　．　　　リ　　　ロ　　　．　　　　
が認めた こ とで あるが ， 主の 日 を・… 聖 と した と きに

， その 週 は物事が うま くい くの が通
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　．　　　 ．

例で ある と い う。 諸君 ，
われ われ の 町が 万事 にお い て繁栄す る こ とを願 うな ら，主の 日が

　 　 　 　 　　　　ロ　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　
模範的に聖 とされ る よ う努め る に如 くはない

。
・… 私は恐れ る ， われ われの 中に ， 汝は安

恵自を濡手と三たまうそ余攴F　S， あ．Lた怒らを招ホそじ鴻 と言わ れる者が ， 大勢 い る の で

はな い か と私は恐れる
Pt

。

米 国初期 の 最大の 神学者に して 大説教 家とされ る ジ ョ ナサ ン ・エ ドワ ーズ Jonathan　Edwards

（1703−58）は、1740年頃，安息 日に関す る説教 の 中で こ う語 っ て い る。

次の こ とにお気づ きで あ りまし ょ う。 すなわち，安息 日が正 し く守 られ て い る とこ ろで は
，

一
般 に信仰 その もの も非常 に繁栄 して い る 。 安息 日が注 目されず重要視 され な い と ころで

は，信仰 もし っ か りした もの とはな っ て い ない
， とい うこ とであ ります

Cls
。

　ホ ー
トン ・デ イヴィ ス Horton　DaViesが 『ア メ リ カ ・ピュ

ー
リ タ ン の 礼拝 ， 1629−1730』（1990）

で 指摘 して い る とお り， 「汚され な い 安息 日」 こ そ 「ニ ュ
ーイ ン グ ラ ン ドの ピ ュ

ー
リ タ ニ ズ ム

の 品質証 明印」
 

で あ っ た 。 厳格な安息 日遵守 こ そニ ュ
ーイ ン グ ラ ン ドの キ リス ト教の シ ン ボ

ル であ っ たの で ある 。

　 （2）法令

安息 日厳守主 義が 現実 に生 活を律す る形態 と して現れ るそ の 最たる もの が 日曜法であ る 。 ヴ

ァ
ージ ニ ア植民地で 1610年 に制定 された

， 米国最初の 日曜法 を見て み よ う。

　す べ て の 男女は
， 安息日午前は礼拝 と説教 に 出席し

， 午後は礼拝 と教義問答に 出席せ ね

ば ならぬ 。 もし違反 した場合 ，初 回はそ の 週全体 に わ た っ て 糧食 と手当 を失 い
，

2 回 目に

は手当 を失ううえに鞭打たれ ， 3 回 目に は死荊た妬壱ら乳る鋤
。

ヴ ァ
ージ ニ ア は ピュ

ーリタ ン の植民地で はな か っ た 。 しか しそれ で もや は り，経済的動機 と共

に ， 神の 国を打 ち立て ようと い う願望が根底 に あ っ た の で ある 。 従 っ て
， 最初か ら英国国教会

が公定宗 派で あ り， 主 の 日も守 られ た の で あ っ た
as

。 米国最初 の こ の 日曜法に関 して ソ ル バ ー

グが指摘する とお り， 「公の 礼拝 を無視 した場合 の 苛酷な罰 は
， 適正 な安息日遵守が宗教 と公

共 の秩序 の 砦だ とする信念を実証する もの」で あ っ た
ng

。

　 さて ，こ こ で特 に三 つ の 点に注意 して お きた い 。

　第
一

点 。 日曜法 は単に 宗教 的な規制 で は な く， 社会的 な意味，社会的機能 を有する もの で あ

っ た 。 当時の 国家は・一
種の宗教共同体 とも言える もの で あ っ たか ら，当然 の こ とか もしれない 。

い ずれ に し ろ 安息 日 の 遵守は
， あ らゆ る異端的 な思想や実践 に対 して 公定の 教会 と公共の 秩序

を守る ため の 砦で あ り防波堤で あ っ た の で ある
ee

。 それ ゆ えに ，た とえばク ェ
ー

カ
ー

問題が起

きた あ と，ニ ュ
ー

イ ン グ ラ ン ドで は安息日遵守はい っ そ う厳格な もの とな っ た
tl1｝

。 その ように ，
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日曜法 は い わば社会秩序 の 監督者 として の 役割 を果た して い た と言え る の で ある 。

　第二 点 。 い わ ゆる 「ピーターズの 法令集 Peters　Code 」は
， 偏見があ る し誇張 されて は い る

が，しか し
“

ブル
ー

ロ
ー blue　laws

”ea
と呼ばれ る厳 しい 日曜法は，現実に存在 した もの で あ っ

た 。 サム エ ル ・ピーターズ Samuel　Peter評は コ ネテ ィ カ ッ ト植民地の 生 まれで英 国国教会の 聖

職者で あ っ た 。 彼 は
“
忠誠派

”
で あ っ て独立革命 の 際 に英 国に 亡命 し， 1781年 ロ ン ドン で 反 ピ

ュ
ー

リタ ン 的な 『コ ネテ ィ カ ッ ト
ー
般史」を出版する

。 そ して こ の 書 の 最 も有名な
， ある い は

悪名高き部分が
，

ニ ュ
ーヘ イヴン の 日曜法を扱っ た と こ ろ なの で あ る

en
。 おそ らく，最 もよ く

知 られた例 の
一

つ は 「安息 日も しくは断食日 に は
， 女は （自分の ）子 ど もに キ ス し て は な らな

い 」
ee

と い うもの で あろ う 。 しか しこ れは明 らか に誤 りで あ っ て ，こ ん な規 制な ど存在 しなか

っ た 。 けれ ども，こ うした で っ ちあげの 法を別 とすれ ば，ピー
タ
ーズが論 じて い る さまざまな

厳格な法規 の半分以上は実際に ニ ュ
ーヘ イヴン に存在 したの であ り，またニ ュ

ーイ ン グ ラ ン ド

全体 を含 めれば
，

ピーターズの 言 う厳法の 5分 の 4 は本 当に あ っ た もの なの で ある
os

。 宗教 的

違反 に対 して死刑を科す よ うな苛酷な罰則が ， 現 に存在 したので あ っ た 。

　第三点 。 米国最初の 日曜法 は確 か に死刑 を規定 して い るが ， しか し， 安息 日の 礼拝 を無視 し

たが ゆ えに死刑に処せ られ た とい う記録は
， 見つ か っ て い な い

en
。

ニ ュ
ー

イ ン グラ ン ド全体 と

して も
， 植民地議会 は通常 の 安息日破 りに は忍 耐強 さ を示す の が 通例で あ っ た

OS
。 ク ェ

コ カ ー

教徒 の 場合 に見 られる よ うに
， 宗教問題が公的秩序 を乱す場合 に の み ，公権力は断固た る措置

を とっ たの で ある
ee

。 すな わち，法の 文言 にお い て は非常に苛酷で あ っ て も，日曜法の 実際の

運用 には柔軟 な面 があ っ た と考 えられる の で ある 。

　安息日遵守に関 して は
， 日曜法以外に も別の タイ プ の 規制が あ っ た 。 それ は法体系 の 中に含

まれ る ， 安 息日遵守に関す る 条項で ある 。 そ の 典型 をわ れわれは ，
マ サ チ ュ

ーセ ッ ッ湾植民地

で 1648年に公布された 『
一

般的 な法 と自由の 書』 に見 る こ とが で きる 。
こ の 法典 は マ サ チ ュ

ー

セ ッ ッ の その 後の す べ て の 法律の 基礎 とな っ た もの で あ り，
また コ ネテ ィ カ ッ トや ニ ュ

ーヘ イ

ヴ ン は じめ他 の 植民地 の 法律 に多大 な影響 を及ぼ した もの で あ っ た
 
。

　さて ，こ の 『法 と 自由』 の 書 には，安息 日遵守 を規定す る 4 つ の 条項が含 まれ て い る 。

こ の 法域 の 中で，福音 の 秩序に した が っ て御言葉 の 奉仕が な され る と こ ろ へ はすべ て
，

主

の 日に ， また当局の 指示の もとに遍 く守らる べ き公 の 断食 日や 感謝の 日に ， 各人は正 し く

赴 き出席 しなけれ ばな らな い
。 も し誰か こ の 法域 の 中の 者で ，説得 され て も なお ，正 当か

つ や む をえぬ 理 由な くし て 公的礼拝 を欠席す る 者は
， それ ら公 の 集会 を休む ご と に 5 シ リ

ン グ没収され る
90

。

こ の 法域 の ク リス チ ャ ン で ・… 第四戒の 教 えを否定 した り， 他 の 者た ちをして その ような

異端へ と誘う場合，説得を受けて もなお頑固にそ れ を続ける な ら
， その もの は追放に処せ

られる
es

。

わ れ らが法域 内の ど の 警吏 も，

・… 酔 っ 払 い
， 神 の み名の 冒涜 ， 安 息日破 り ， 虚言 ， 放浪

者，夜 間うろ つ く者・… な ど を令状な しで逮捕する権限 を有す る
e3

。

誰 で あれ不法侵入や野外 ・屋内で の 強奪行為 を主 の 日に 犯 した者 は
， 前記 の 罰 に 加 え ，
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初犯 に は片方の 耳 を切 り落 とされねば ならない 。 同種 の 違反を二 度 目に犯 したな ら， 同様

に もう片方の 耳 を失う。 もし三 度も同様 な違反 を犯 したなら
， それ も敢えて犯 した と議会

が判断 したな ら，彼は死刑 に処せ られ ねばな らない
 

。

これ らの 規定 か ら明らか な よ うに
， 主の 日にお ける礼拝 出席 が明確に 義務づ け られて い る 。 安

息 B 遵守が 第四戒に基づ き強制されて い る 。 安息 日の仕事や旅行は
“

安息 日破 り
”

として禁じ

られ．て い る 。 安息 日は泥棒 た ちの 稼 ぎ時で あ っ たろ うが ， その 罰は週 日 の 場合 よ り厳 しい もの

で あ っ た
es

。 ソ ル バ ーグが 指摘する とお り，マ サ チ ュ
ーセ ッ ッ 植民地 の こ れ．ら の 法は

， 安息日

遵守に 関す る ピュ
ー

リ タ ン の 標準 を強制する 権限 を政府 に与 える もの で あ っ た
 

。 そ して
，

こ

の よ うに して 法に よ っ て強制 される安息日遵守が
，

ニ ュ
ー

ヘ イ ヴ ン や コ ネテ ィ カ ッ トな ど
， 他

の 植民地 に も影響 を及ぼ した の で ある 。 良心の 自由とい う原則 を宣言 して い た ロ ー ドア イラ ン

ドに お い て さえ，1750年に は，安息 日の 労働や遊 び に対 して罰金が導入 され て い る 。 こ の こ と

ひ と つ を とっ て 見 て も，初期 ア メ リ カ における安 息 日の 重要性が うかが える の で ある
kn

。

　 （3）若干の 考察

　　  3 つ の W

　安息日厳守主 義の 具体的内容は 3 つ の W で 表す こ とが で きよ う。 すな わ ち ，
Worsh ｛p （礼拝

す る こ と），Withdrawl（差 し控 える こ と），
　 Work （働 くこ と）で ある 。 安息 日厳 守主義は

， 安

息 日にお け る公的礼拝 へ の 出席を強調する 。 安息 日に は仕事や 遊び，旅行を控える よ う強調す

る 。 そ して
， 平 日 に は勤勉 に働 くよ う強調する の で あ る 。 こ の 第 3 点は しば しば見落 とされが

ちで あ るが ，実は きわめ て重要で ある 。 平 日には勤勉に働 くとい うこ とが，安息 日厳守主義の

一
環 をな して い る

鰓
。 平 日 の 労働 と日曜の 休み が

， 安息 日厳守主義 とい う コ イ ン の 両面 だ と言

える の で ある 。 第四 戒自体が はっ き り命 じて い る ， 「六 日の 間働 い て ， 何で あれあなたの 仕事

をし」 （出 エ ジ プ ト記20章 9節 。 新共 同訳） と 。 怠惰 は罪 で あ っ た 。 実際，マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ

植民地議会 は 1633年 10月 1 日 ， 次 の よ うな法律 を可 決し て い る 。

・… な んぴ と とい えど も，家長 で あろ うと他 の 者 で あ ろ うと
， 時を怠惰 に ある い は無益に

過 ご しては な らな い
。 さ もな くば，議会が科する に適当と判断す る 罰を受ける 。 こ の 目的

の ため 次の こ とを命 じる 。 各地の 警吏は特 に 注意を払 っ て
，

こ の 種の 違反者た ちに気づ く

よ うにせ ね ばならな い
eSt

。

初期の ニ ュ
ー

イ ン グ ラ ン ドにあ っ て は ，怠惰は 二 重 に
“

罪
”

で あ っ た
。 そ れ は 宗教 的に罪で あ

っ た 。 勤勉 に 働 くこ とは聖書の 教 えな の だか ら 。 ボ ス トン の 指導的な牧師で あ っ た ジ ョ ン ・コ

ッ トン John　Cotton （1585−1652）rdS
−
， 怠惰は第四 戒を破 る こ とに なる，なぜな ら人は まず働 い

て こ そ，次 に休 むこ とに よ っ て 安息 日を敬 うこ とがで きる の だ か ら，
と説 い て い る とお りで あ

る
闘

。 怠惰 は ま た
， 社会的に も罪で あ っ た 。 開拓期の 苛酷な条件の 中で ，生 きの びる ため には

誰もが協力 して勤勉に働かね ばな らなか っ たの だか ら
｛51）

。

　こ の ように，勤勉に働 くこ とは安息 日厳守主義の 重要な要素だ っ た の で ある 。
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　　  弊害

　安息 日厳守主義は い くつ かの 弊害をもた らした 。 働 くな ， 遊 ぶ な，旅行す るな一
睦わ ば健

全な レクリエ ーシ ョ ン を も禁 じられ る と
， 人は どこ へ 向か うで あろ うか 。

“

肉の 楽 しみ
”

，
と り

わけ飲酒で ある 。 日曜 目の 酔 っ 払 い はあ りふ れ た光景で あ っ た
ee

。 植民者が皆聖 人だ とい うわ

けで は なか っ た の で ある
鱠

。

　礼拝出席 を強要 され ， 他 の こ とは何 もして は な らない と い うの は
， 若者 た ちには特 に苦痛で

あ っ た 。 1650年に ニ ュ
ー

ヘ イ ヴ ン の 植民地 議会は ，安息日の 礼拝 の 時間に教会堂の 外に い る者

には 2 シリ ン グの 罰金 を課す こ とを定 めて い るが ， 若者たちがその対象で あ っ たに違 い な い
Pt

。

安息 日が明けるや い なや ， 歌 っ た り， 踊 っ た り，
カー ド遊 び に 興 じる若者 た ちが け っ こ う多か

っ た
ss

。 18世紀に は
， 安息 日の 時間が完全 に明けた 日曜日 の 夜は

， 活気に 満ちた
， しば しば陽

気に 浮かれ騒 ぐ時 とな っ た と ア リ ス ・モ
ー

ス ・ア ール Alice　Morse　Earleは記 して い る
岡

。 こ れ

らは明 らか に安息 日厳守主義 に対す る反動で あ っ た 。 宗教 の 支配は，逆 に宗教 へ の 反感 を生み

が ちで ある 。 初期 ア メ リカ の 安息日厳守主義 が
， 人間性 と い う観点か ら見る な らば問題含みで

あ っ たこ とは確かで あろ う。

　　  教訓話

　安息 日厳守主義には
“

迷信
”

的な言 い 伝えが つ きまとっ て い た 。 安息日厳守主義 を補強する

の に 用 い られ た さ ま ざまな教訓的言 い 伝 え
，

つ ま りは超 自然的警告 とい っ た た ぐい の お話 で あ

る 。 それ らの 例話は きわ め て 具体的で 真に迫 っ た もの で あ り，

一般大衆の 感情 に訴える に は非

常に効果的で あ っ た 。 安息日破 りをや め て厳格に聖 日を守る よ う人 々 に教 え込 むために ，牧師

たちは そうした不思議な 話に 力 を入 れた の で ある 。 内容は単純で
， 安息 日を破 る者 に は特別 な

さば きが下る とい うもの が ほ とん どで あ っ た 。 それが手 を変え品 を変え，さまざまな
‘’

実話
”

として語 られ たの で あ る 。

　ジ ョ ン ・
ウ ィ ン ス ロ ッ プは 日誌に ， 安息 日に肥 や しを運 ん だ りして 働い た ため に死 ん だ 人々

の こ とを書 き記 して い る
eo

。 彼ら の 死 を神の 審 きに よる もの と見 な し，す べ て は神の 摂理 に よ

る とす る の で ある 。 1679年 ，
ボ ス トン 印刷所の 創 設者 ジ ョ ン ・フ ォ ス ター

　John　Foster は
，

ロ

ン ドン で 出た ブ ロ ー
ドサ イ ド 『安息日 を破る 者た ちへ の 神の 峻厳 な る 審 きの 実例亅を焼 き直 し

たもの を発行 して い る 。 こ れ は主 と し て トマ ス ・ビ ア
ー

ド Thomas 　Beard の 『神 の 審 きの 場 面』

（1597）か ら とられた
， さし絵入 りの

一
連 の 訓戒で あ っ た

鰓
。 また

， ケン ブ リ ッ ジ で ある 日曜 日 ，

池で ス ケ
ー

トを して い たふ た りの 少年が 氷の 割れ 目か ら落ちて溺死 した とき，当時ハ
ーバ ー

ド

大学 の 学長を も務 め て い た牧師イン ク リ
ース ・マ ザ ー 正ncrease 　Mather （1639−1723） は

， 神が

安息 日破 りを罰せ られたの だ と見な した
es

。 彼の 息子 コ ッ トン ・マ ザ
ー

は
一

隻の 船の こ とを語

っ て い る （1697年）。 そ の 船の 乗客た ちは
， 長 い

， そし て 飢 えに 苦 しめ られた航海 の 問 じゅ う ，

一
日に

一
頭 ，

土 曜 日に は 二 頭の イ ル カ をつ か まえる こ とが で きた が
， 日曜 日には

一
頭 もつ か ま

える こ とがで きなか っ た と い うの で あ っ た
ee

。

　こ の よ うな訓戒 と警告の 教訓話が広 く語 られ信 じ られ た の で あ る 。 従 えば祝福 ， 破れ ば さば

き一
当時 の 安息 日厳守主義の ，こ れ も重要な一要素で あ り一側面 で あ っ た。

　　  イ ン デ ィ ア ン 伝道

　ジ ョ ン ・エ リオ ッ トJohn　Eliot（1604−90）は 17世紀 ニ ュ
ー

イ ン グ ラ ン ドにお ける 「イ ン デ ィ

ア ン の 使徒」 と して よ く知 られ ， 聖書 をイ ン デ ィ ア ン の 言葉 に翻訳 した こ とで も有名 で ある 。

　 　 　 　 　 　 133
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

10 村 上 　良　夫

しか し彼の イ ン デ ィ ア ン 伝道の 中心 に 安息日厳守主 義が あ っ た こ とは そ れ ほ ど知 られ て い な

い 。 そ もそ も1646年，イ ン デ ィ ア ン たちへ の 最初 の 説教 で エ リオ ッ トは十戒 を説明し，違反者

へ の 神 の 恐 る べ き怒 りを告 げて い る
eo

。 ま もな く安息 日制度が 導入 され
， 安息 日厳守主義 は イ

ン デ ィ ア ン の 間 に広まっ て い く。 伝道者たちの 教えを通 し，また マ サ チ ュ
ー

セ ッ ッ植民地議会

の 命令 を通 して
， 多くの イ ン デ ィ ア ン は 6 日間働い て 7 日目に休むだ けで な く， ピ ュ

ー
リタ ン

の 「神」を安息 日に礼拝する こ とを重視する ように な っ て い く。 ソ ル バ ーグの 表現 を借 りれば
，

「安息日遵守は ニ ュ
ーイ ン グ ラ ン ドの イ ン デ ィ ア ン た ちが キ リ ス ト教 を受け 入 れ ，イギ リス の

文明 を受け入れたこ と の ，目に見える象徴で あ っ た」
 

。

　イ ン デ ィ ア ン伝道の こ うした点か ら も，
ニ ュ

ーイ ン グ ラ ン ドの信仰 と生 活 に お い て安息日厳

守主義が い かに 中心的 な位置を占めて い たか が うか がえるの で ある 。

C ．思想

　17世紀米国に お い て 安息 日厳守主義を最 もま とま っ た形で 論 じた もの は
， 初期 ニ ュ

ーイ ン グ

ラ ン ドの 代表 的な ピ ュ
ー

リ タ ン 神学者 と して 知 られる トマ ス ・シ ェ パ ー ド Thomas 　Shepard

（1605−49）の 『安息 日論
一
安息 日の 教理』（1649）cm

で ある 。
こ れ を もとに，初期ア メ リカ の 安

息 日厳守主義の 教理 ・思想の 特徴 を検討 してみ た い 。

　こ の 論考の 中で シ ェ パ ー
ドは ， 4 つ の 観点か ら安息 日を論 じる 。 す なわ ち，  安息日 の 道徳

性一 人類全体 に対する安息 日の 拘 束性 ，   安息 日の 変更一 第 7 日か ら第 1 日へ の 変更 ，  

安息日 の 開始時刻 ， そ して   安息 日の 神聖 化
一

安息 日を い か に聖 く守る か ，
とい う4 点か ら

考察する の で あ る 。 シ ェ パ ー ドは安息日の 道徳性 とい う最初 の部分 に 最 も力 を注ぎ ，
全体 の 三

分の 一の ペ ージ を割 い て い る の で あるが ，
こ の 点が当時最 も論議 の 的 とな っ て い た こ とを考え

れ ば
Pt
，む しろ当然か も しれ な い

。 しか し，安息 日厳守主義 とい う観点か らすれ ば ，我々 に最

も興味深 い の は第  の 部分で ある 。 4 つ の 部分 の 中で は
一

番短い こ の 「安息日 の 神聖化」 とい

う章 の 中で
OS
，彼 は安息日を い か に守るか とい う具体的な論を展開してお り，そ れが初期 ア メ

リカ の 安息 日遵守の 思想を よ く示 し て い る と考 えられ るか ら で ある 。

　さて
，

シ ェ パ ー ドの 安息 日遵守論一 安息 日を い か に聖 く守 るか一 の 中で
， 特 に注 目に値

する と思わ れ る の は以下 の 4 点で ある
。

（1）柔軟 さ

安息日には通常の 仕事は 禁じ られ て い る とシ ェ パ ー
ドは告げる

一

　… ・家の 掃除は ［安息日に は］す べ きで は な い
， 前 日にす ませ る こ とが で きるな ら 。 同

様に ， 店で何か を買 っ た り， 衣服を洗 っ た りす る こ とは ， 別 の 日にす る こ とがで きる な ら，

こ の 日 ［安 息日］に して は な らな い
 

。

しか し彼は
， 続けて こ う述 べ る の で ある一

さて
一

方，必 要な用 で あ っ て ，あ い に く前 日や次の 日に で きな い よ うな もの は，こ の 日
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［安息 日］ に お こな っ て も罪 で は ない
。

・… 必 要な働 きは ，命を守 るた め の もの の み な ら

ず，生 活上 の 快適さや 見 目の 良 さの た め の もの も，違法で は ない
。

… ・見苦 し くな い 装 い

をした り， 手や 顔を洗 っ た り， な どと い っ た多 くの こ とは
，

生活上 の 快適 さと同様見目の

良さの ため に も必要な こ とで あっ て
，

こ れ らは ［安氤日で も］罪で はな い の で ある … 即 。

要す る に シ ェ パ ー ドは 二 つ の こ とを強調 して い る一 他の 日 に で きる こ と を安息 日に す るな 。

安息 日は神聖 な 日な の だ か ら，聖 く守る よ う努め よ ；だ が しか し，安息 日を守る と い うこ とは

決 して極端な非人 間的なもの で はない ，そ れな りに思慮分別 を含む，現実的で 柔軟な もの なの

だ 。

　さ まざまな考えが あ っ て，その 中には極端な もの もあっ たか ら こ そ，シ ェ パ ー
ドはあえて注

意 したの か もしれな い が ， しか しい ずれに して も当時の 安息 日厳守主義 を
， まっ た く常識 を欠

い た極端 なもの と見 る の は 正確で は な い
。 ある程度 の 柔軟性は備えて い た の であ る

。

　 （2）喜び

　旧約聖書 の
， すなわ ちユ ダヤ教 の 伝統 に 従 うなら ， 安息 日は本来

“
喜び

”

の 日で あ っ た 。 神

の新 イ ス ラ エ ル を 自認す る初 期ア メ リカ の ピ ュ
ー

リ タ ンた ちに とっ て も．そ れは 同 じで あ っ た 。

シ ェ パ ー ドは こ う述べ る一

もしも・… 天 に おい て キ リス トと共に住み キ リス トを喜ぶ こ とが 可能で ある な ら，われ わ

れ はこ の 日 ［安息 日］そ れを切望 し ， それを重ん じるべ きで あろ う。 しか しそれが まだ先

の こ とで ある以 上 ，そ して
，

主 は教 会儀式 にお い て天 か ら われ わ れ の も とへ と下 りて こ ら

れ ，

・… わ れわ れ に で きる だ け近づ い て くだ さ る の で ある か ら
，

われ わ れ は こ の 日 ［安息

日］，教会儀式に 近づ くだけで な く， そ の 中の 神 とキ リ ス トに近づ くべ きで ある
… ・pm

。

平日における聖 さや 喜び．畏れ，望み，祈 りや 讃美 に満足 して は ならない 。 安息 日 の 喜 び

や畏 れ，讃美 こ そ われ わ れ の こ の 世で の 飾 りで なけれ ばな らな い
。 そ して わ れわ れ の 内な

るすべ て が ，
い っ そうの 高み へ と引 き上げ られねば ならな い

ee
。

安息 日 の 礼拝に お い て
，

主 は天か らわれ わ れ の も と に 下 りて こ られ る　　なん と壮大で 荘厳 な

思想で あろ うか 。 神の 摂理 に対する強烈な確信 を持 っ て い た初期 ア メ リカ の ピュ
ーリタ ン た ち

に と っ て
， 安息 日は まさ し く神 との 直接 的な関係の 象徴で あ っ た 。 それ ゆ えに安息日は喜び で

あっ たの である
ua

。

（3）終末論

安息 日は，きたるべ き永遠 の 安息の 前触 れで あ っ た一

キ リ ス トは労 され たの ち休み に 入 られ た （ヘ ブル 4 章），そ の よ うにわれわれ も労 さねば

ならない がそ の 同 じ安息 の 休み は こ の 地上で 始 ま り， 天で 完成す る の で ある 。 平 日 の
一

歩

一
歩の 歩み に 疲れ きっ て い て も ， 罪や悲 しみが どん な に多 くて も，安息 日 の 到来と共に わ
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れ わ れ は
， 「わが魂 よ

，
お まえの 平安 に帰 るが よ い 」 と言 うこ とがで きる の で あ る

t「1
。

安息 日は天 国の 前触れで ある
， 先取 りで ある，と，シ ェ パ ー

ドは
一

貫して強調する 。
こ の論文

の 第  部の 最初の とこ ろ で
， すで に彼 は こ う主張 して い る の で ある一

　・… 人が競い 走 り，その行程 を走 り終え，人生の大 きな周期をひ とめ ぐりして永遠の 平

安 に 帰 る よ うに
， 週 と い う小 さな周 期の うち に少 な くと も毎週一度 は平安 に帰 る よ うに

，

そ して きたる べ き全 き祝福が地上 で毎週前 もっ て味わ える よ うに と，神は深 き知恵の うち

に整 え定め て くだ さっ た の で ある
ma

。

　チ ャ
ール ズ ・E ・ハ ン ブ リ ッ ク ＝ ス トウ Charles　E．　Hambrick −Stoweは ，17世紀ニ ュ

ーイ ン グ

ラ ン ドに お ける ピ ュ
ー

リタ ン の信仰態度 を考察 した名著 『敬虔の 実践』（1982）の 中で
， 「ピュ

ーリタン た ちは安息 日 に
， 匚キ リス トの ］復 活 を振 り返る以上に，［キリ ス トの 1 再臨にお ける

救い の わ ざの 完成 を待ち望 んだ」
ta

と指摘 して い る 。 安息 日は終末論的色彩を帯び て い た 。 安

息 日の 準備 をす る こ とは
， 天の 永遠 の 安息 日 の 準備 をす る こ とに通 じて い た 。 従 っ て ，終末 に

深 く関わる この 日を無視 した りお ろそか に した りする こ とは ，彼 ら の 信仰理 解か らすれ ば言語

道断 の行為 で あ っ た
圃

。

　救 い の 完成で ある 終末を待 ち望む と い う 「安息 日の こ うした前向きの 性格は ，ピ ュ
ー

リ タ ン

信仰の 前進的性格に よ く合 っ て い た」
pm

。
ピ ュ

ーリ タ ン は天 の 王 国をめ ざし て 前進す る巡礼で

あ り， 毎週 の 安息 日は旅 の 途中の休 息所で あ っ た 。 こ の よ うに 安息 日は彼 らに と っ て
， きわ め

て重要な終末論的意義を有す る もの だ っ たの で ある 。

（4）強制の 論理

政 府 に よ る安息日遵守の 規制を，シ ェ パ ー ドは次の よ うに 正 当化す る一

わ れ わ れ の もとに ある人 々 ，ある い は わ れ わ れ と関係 の ある者 た ち もまた ，「汝 も汝の 息

子娘 も， 汝 の僕婢 も， 汝 の 門 の うちに お る 他 国の 人 も」と い う戒め の 中の 主 の 明確な 指示

に従 っ て ，安息日を聖 く守る よう，
わ れわれは最大限の 労力を しない で よい で あろ うか ？

… ・わ れわ れ の 子 どもた ち， しもべ た ち ， また 門の うちに い る異邦人た ちは
， 安息 日の 神

聖 を汚 しが ちで ある 。 そ れ ゆ えにわれ われ は，彼 らが罪 を犯 さぬ よう，そ して彼 らを して

安息 日の 休 みを聖 く守 らせ る よう ， 取 り締 まらね ばな らない 。

… ・

　家長 たる者は 自らの 門の 内が そ うした悪 に汚 され ぬ よ う注意すべ きで あ る とする な ら ，

同 じ責務が共同体 の 長上者 に も与え られて い る と考えて 当然で は なか ろ うか 。 彼 らは い わ

ば大家族の 父親な の で あ っ て ，その もと に ある被統治者 たちは い わ ば門の 内 に い てその 裁

治権 に服 して い る の で ある か ら
。 為政者た る もの は，被統治者た ちの 良心 に 新た な法を課

す権限は有し て い な い が
，

しか し神の 律法が すべ て の 者 に よ っ て 守 られ る よ う監督せ ね ば

な らぬ の で ある
ca

。

父親 は 自分 の 家の 中の すべ て の 者が安息日を守 る よ うに せ ね ばな らな い
。 同様 に 為政者は その

136
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

初期ア メ リ カ の安息日厳守主義 13

共同体の 成員すべ て が神 の 安息 日を守る ようにせ ねば ならな い
， 為政者 は い わば大家族の 父親

と して責任が ある の だか ら一 初期 ア メ リ カ の 安息 日遵守強制 の 背後に は
，

こ の よ うな論理が

存在 して い た の で ある 。

　柔軟 さ
， 喜び

， 終末論 ， 強制の 論理
一

シ ェ パ ー
ドの 安息日厳守論の 中で 注目に値する い く

つ かの 特徴 を見て きたの で ある が，最後に ，
こ れらを貫 く一

つ の 中心 に つ い て言及 してお きた

い 。 それは何 か ？それは神の
“

臨在感
”

， 神の
“
実在

”
の 意識 ， すなわ ち ， 神 が 自分 た ちの す

ぐそばに い て ，しか も全 て を支配 し導い て い る とい う神の
“
リ ア リテ ィ

”
で ある 。 シ ェ パ ー

ド

は 「摂理 」 とい う言葉を実 に ひ ん ぱ ん に用い る 。 初期 ア メ リ カ の ピ ュ
ー

リタ ンたちは ，「摂理

と歴史の 中に おい て
， 現在 も，

また今後 も引 き続 きあ らわ され る神 の 働 き」
 

を強 く実感 して

い た 。 そ の よ うな 「神の 臨在 に対す る強烈 な意識」
eet
が ， 彼 ら の 安息日厳守主義の根底に あ っ

た と考えられる の で ある 。 安息 日厳守主義 は
， 宗教 ・法 ・経 済 ・社会等 さまざまな分野 に また

が る もの で あ っ たが ，しか し何 よ りもまず， リ ア ル な宗教意識 にか か わ る もの ，生 ける神 の 実

在感 に かか わ る もの で あ っ た と言える の で あ る 。

］〉． お わ りに

　 「ピュ
ー

リ タニ ズ ム と言 っ て も多様で 複雑で あるが ，安息日が ア ン グ ロ ・ア メ リカ ・ピュ
ー

リタニ ズム の 共通の 特徴 で あ り， また結び つ ける要素で あ っ た 。 お そら くは最 も重要な要素 と

言 っ て い い で あろ う」 とい うソ ル バ ー
グ の 指摘 は適切で あ る

nv
。 そ して こ の 安息 日厳守主義こ

そが
， 初期 ア メ リカ に お ける 「人間 と社会の 性格形成 に顕著 な役割 を果た した」 と考 え られ る

の で ある
ee

。

　安息 日厳守主義はア メ リカ人を宗教的な民とする と同時に ，他方で は彼 らの 選民意識な い し独

善性の 源 ともな っ た と言 い 得 るで あろ う。 自分た ちは神の 新 イ ス ラエ ル で ある
， 神の 律法 を守 り，

神との 契約の しる したる安息 日を厳格に守る選ばれ し民で ある とする意識ゆ えに，安息日厳守主

義は ア メ リカ 人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を育む の に与 っ て 力が あ っ た と思 われ る の で ある 。

　また一
方 ， 安息 日厳守主義が ア メ リ カ の 経済発展の重 要な要因の 一つ で あ っ たこ とも確かで

ある 。 安息 日以外の 諸聖 日を廃す る と共 に ，平 日に は勤勉 に働 い て 安息 日 に は きちん と休 む と

い う， 労働と休息の 規則正 し い リズム を もた ら したか ら で あ る
。

こ の 意味で
， 初期 ア メ IJ カ に

．おける労働の 生産性 をもたら したの は安息日厳守主義で あっ た と言 っ て も過 言で は な い
。

　しか しまた
， 強制力 を行使 して 全員に 安息 日 を守 らせ る とい うや り方 は

， その メ ン タ リ テ ィ

にお い て ，現代ア メ リカが他国に対 して平気で
“

正 義
”

を押 しつ け ようとする強引な外交政 策

ともっ なが っ て い る よ うに思 わ れ る 。 家長の 責任 と権限が ， 大家族 た る 共同体 の 家長 と して の

為政者 へ と拡大解釈 され た よ うに ，今度は世界の 家長たる ア メ リカ とい う意識 へ と広 げられ て
，

それが
“

世界の 警察官
”

と言われる よ うな対外的態度にな っ て現れ て い る ように見受け られ る

の で ある 。 こ の 点の 解明 は
一

つ の 興味深い 課題で あろ う。

　い ずれ に しろ安息日厳守主義が 初期ア メ リカ に お い て ，広 く深 い 影響を及ぼ した こ とは確か

で ある 。 そ してそ れは ア メ リ カ の 人 と社会と文化を形作る
一

つ の 決定的 な要 因とな っ た 。 ア メ

リカ とい う国 を正 しく理解する に は
，

こ うした側面の 認識が不可欠 だ と思わ れ る の で あ る 。
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ー
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私 は 心をこ め て 瞑想す る
， 天地創造 の こ と

， あが な い の こ と
， そ して神 の 民 に 残 され て い る ［安息日
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の ］休みの こ とを 。

… ・安恵自の到来は私に とっ て 常 に，喜び迎えるすばらしい もの だ ［1718年ll月］」
（1）iarγ　of 　Cotton　Ma 　ther，　vo ］．H （1709−1724），565．や は り安息日は，喜 び の 日であっ た の で あ る 。

Shepatて廴262．
1bid．，26．
Charles　E．　Hambrick−Stowe，　The　Practice　of　A

’
et｝e　Ptiritan　Devotional　DisCゴplines　in　Seventeenth−Centuty

New 　England（Chapel　Hill：The　University　of　North　Carolina　Press， 1982），98．同書203−6を も参照 。

Ibid．，98．
Ibid．
Shepard，262−63、
Davies，51．
lbidSolberg

，300．
Ibid．，299，

［付記］本研究は 「1999年度北陸大学特別研究助成」に 負うもの である 。 記して感謝の 意を表 した い
。
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